























まり1951年版シリーズ, 1956年版シリーズ, 1959年版シリーズ， さ
らに1993年版シリーズを取り上げる予定である。
以下の各項目の構成は次の通りである。a、発行年次，定価，総頁数，













一私の学校1入学， 2偉い人， 3学校， 4キリスト教学校，二
何を学ぶか 1世界， 2文化， 3自分，三宗教l宗教とは何か， 2
宗教と生活， 3高い宗教と低い宗教， イ低い宗教の特徴， p高い宗
教の特徴， 4世界の宗教， 5日本の宗教， 6宗教的教養の必要，四キ
リスト教 l新しい歴史， 2キリスト教の背景， 3キリスト教の起源，
4キリスト教の発達， 5日本の新教，五礼拝l拝む人， 2何を拝
むか， 3なぜ拝むか， 4いかに拝むか， 5私たちの礼拝，六祈り l
祈る人， 2正しい祈り， 3祈りの模範，七主の祈り l祈りの模範，
2主の祈りの意義,3主の祈りの構造,八聖書l聖書の価値,2聖
書の名称及び構成， 3聖書の原語， 4 「聖」ということ， 5旧約と新約，
九旧約lアブラハムとモーセ， 2旧約聖書の成立， 3三区分の内
容，十新約lイエスと旧約聖書， 2旧約より新約へ， 3新約聖書











自然のよみがえり， 2イエスの復活， 3イエスの復活の意義， 4イー
スター， 5イースターの行事，十八母の日 1母の愛， 2母の日の
起源， 3母の日の行事，十九クリスマス（降誕節) 1クリスマス・






























4 「礼拝｣に関する章が一章， 「祈り」に関する章が二章， さらに｢讃
美歌」に関する章が三章， それぞれ設けられている。したがって「礼













































一世界の宗教（詩篇42． 1 2),二キリスト教（ヘプ12． 1 2),
三イエスの出現（ルカ1．2， マタイ1．18， 2章)，四イエスの使







































































族の発生と動き （イスラエル民族の起源と移動) 1セム族の発生, 2
民族移動， 3テル・エル・アマルナ文書， 4族長物語，四ヨセフ物
語（エジプトとイスラエル民族） 1族長ヨセフ（創3850章), 2パ
ロ王と奴隷生活（出1章)， 3ベニ･ハサンの壁画， 4ピトム， ラメセ
スの発掘， 5苦難の教司''’五指導者モーセ（出エジプト記) 1 「神































主義とユダヤ主義 lアレクサンダー大王の東征， 2 トレミー家とユ
ダヤ人， 3セリウカス家とユダヤ人， 4マカビー家の五勇士，十八








































































別の神秘経験， 2預言の真義， 3先見者･神の人， 4預言者の能力， 5
社会的警告者， 6神の現在感，三モーセ（一） 1出エジプト， 2圧
迫と苦難3民族解放の運動， 4信仰の自覚，四モーセ（二） 1召
命に立つ， 2聖なる創造の神， 3聖なる力の神， 4秩序の神と十戒， 5
唯一神の信仰,6契約の意義,五エリヤ lヤーウェは神なり，2時
代とその動き， 3アハブの連合政策の影響， 4民族の危機． 5痛烈な
る批判， 6祈りの戦い， 7信仰の前進，六アモス 1記述預言者， 2
腐敗せるその時代， 3正義と公道， 4唯一神教の確立， 5啓示と審判，
6神の義の樹立，七ホセア l時代とその動向，2アモスとホセア，
3神の愛， 4愛の認識， 5偶像排撃と政治改革， 6審判の意義， 7神
と選民の歴史，八イザヤ（一） 1ヤーウェは救いなり， 2錨罪と召
命， 3神の聖， 4祖国の危急， 5予兆を求めよ，九イザヤ（二） 1
｢インマヌエル」の預言， 2「残れる者」の思想， 3イザヤの将来観， 4
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ヒゼキヤの宗教改革， 5エルサレム包囲， 6強き勧告， 7不動の信仰，
十エレミヤ（一) 1最大の預言者, 2深き自覚, 3エレミヤとイザ
ヤ， 4時代と預言， 5ヨシアの宗教改革， 6改革の逆転，十一エレ
ミヤ（二) l神殿破滅の預言, 2国家と宗教, 3苦境に立つ, 4エル
サレム包囲， 5再度の包囲，十二エゼキエル l過渡期の預言者， 2
祭司的関心， 3神観， 4神の霊， 5罪悪観， 6罪の個人的責任，十三
第二イザヤ（一) 1民族的苦難と預言者の出現, 2慰めと励まし, 3
イスラエルの救い， 4唯一神の信仰， 5ヤーウエの義，十四第二イ
ザヤ(=) l 「主の僕jの歌, 2伝道の使命, 3苦難の意義, 4犠牲
の意義，十五ダニエル 1黙示文学， 2時代と背景， 3神の義， 4ダ
ニエル書の精神， 5終末的歴史観，十六預言者と律法 1モーセの
五書， 2モーセの十戒， 3神の現在感， 4モーセの諸法，十七預言



































































カ2･ 1-7), 5大いなる歓喜の音信（ルカ2･8-12), 6聖霊による誕
生（マタイ1 ．20,ルカ1 ．35), 7父なる神の愛の顕現と神の子の降
下， 8束の国から来た博士たち （マタイ2．1-12), 9ベツレヘムの虐
殺（マタイ2･13-18),ニイエスの成長l故郷ナザレ （ルカ2.39,
マタイ1．23)， 2家庭教育（ルカ2．40), 3会堂学校, 4十二才のイ
エス （ルカ2.41-51), 5青年勤労者，三ヨハネによる準備運動 l





4． 1-2), 4福音宣伝の開始（マルコ1 ．14 15),五福音運動の初期
(-) l岐初の弟子たち （マルコ1．16-20, 2･14), 2会堂における
宣教（マルコ1･21-22,ルカ4･1421,マタイ5･21-23), 3宣教に
伴う愛の業（マルコ11.28), 4病人の医療（マルコ1.29-34, 40-42,
2.1 11),六福音運動の初期（二) 1悪霊追い出し （マルコ1.23-
28)， 2罪人の友（マルコ2.14 17,マタイ11･19,ルカ7･36-50),
3宣教範囲の拡大（マルコ1.35-39)，七福音運動の発展期(-) 1
福音運動への妨害（マルコ2.15-17, 23-28, 3･1-6), 2十二弟子の
選抜（マルコ3･13-19, 31 35), 3山上の説教（ルカ6.2049, マタ
イ5．1－7．29)，八福音運動の発展期（二） 1警話による宣教（マ
ルコ4. 1-34, マタイ13．1－52)， 2力ある業（マルコ4．35-41, 5･
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ロデの懸念（マルコ6．14 16, 8．15,ルカ13･31-33 ), 2エルサレ
ム学者たちの逆宣伝， 3潔からぬ手の問題（マルコ7．1－23)， 4天よ












戦い（一) 1エルサレム入城（マルコ11･1 11), 2神殿の廓清（マ
ルコ11.12-19, 14･58, 15･29), 3枯れたいちじくの樹（マルコ11･




















(ヨハネ21． 15-17), 4 「見ずして信ずる者は幸福なり」 （ヨハネ20･
2429)， 5 「われは主を見たり」 （ヨハネ20･11-18), 6エマオ途上の
イエス （ルカ24･13-32), 7復活後の四十日間（使徒1．3-8, マタイ








































































統とローマ市民権（ピリピ3.1 16,使徒23.22-29） ， 3宗教教育（ピ
リピ3．26)， 4ギリシア文化の影響（ピリピ3.12 14), 5職業教育
(Iテサ2．9, 11テサ3．812 ), 6エルサレム留学（使徒22･3, 26･
1-5),八ダマスコヘの道lダマスコ郊外（使徒7．54-8．3, 22･









テラ （使徒14． 1 19), 3デルベから帰途へ（使徒14．20-28),十二
国境の夜l使徒たちの協定(使徒15.1-35)， 2第二次外国伝道旅行
へ（使徒15．36-41), 3国境の夜（使徒16． 1 20),十三ルデヤと
ヤソン 1ルデヤーピリピにおける活動（使徒16･240), 2ヤソ
ンーテサロ二ケにおける活動（使徒17.1-9)，十四アクラとプリ
スキラ 1ベレア（使徒17．10-15), 2アテネ （使徒17．16－34), 3
コリント （使徒18･1 17),十五エペソの町1プリスキラ， アクラ
をつれて（使徒18.18-28)， 2パウロのエペソ伝道，十六「心からめ
られて」 lマケドニアからギリシアへ（使徒20･12, Ⅱコリ8．1-
24, 2･12-15), 2コリント （使徒20･13, 19．21, ローマ1.14-15,
15.22-29)， 3エルサレムをめざして（使徒20.3, 21.14),十七あ
らしの中のパウロ lエルサレムでの受難（使徒21．5－23．2)， 2カ













































































































































































識をもつ人格の起源， 3神の支配の世界に何故争闘があるか， 4 「放
蕩息子」の善， 5神の器たる各自の天分の尊さ，三神の国（マルコ
4.2632) 1神の国の中心思想, 2神の国の外面, 3救いの発動たる
神の国， 4神の国の無限の発展力， 5神の国の無限の価値， 6理想で
あると共に又手段である神の国
山上の垂訓
四真の報告（マタイ5． 1-12,ルカ6･20-26) 1逆境の幸福, 2
謙虚な者の幸福， 3飢え渇く如く義を慕う者の幸福， 4 「心の清き者」
の意， 5「柔和なる者」の幸福， 6世の悪評，五地の塩（マタイ5.
13 16) 1地の塩たる弟子, 2「世の光」たる弟子, 3「山の上の町｣，
4イエスの期待の信頼，六破壊よりも建設（マタイ5.17-20) 1伝
統の「律法」の意義， 2 「学者･パリサイ人」の起源， 3イエスの「律
法」に対する態度，七外の行為よりも内なる心(マタイ5.21 37) l






るに見給う天の父（マタイ6． 1-8, 1618) 1右の手のなす事を左の
手が知らぬ施済 〔ほどこし〕' 2「隠れたるに見給う天父」に祈れ， 3
密室の祈祷の尊さ． 4真個の断食， 5新しき酒は新しき皮蝿に， 6誠




財宝の意， 2身の燈火は目， 3二重生活の非， 4衣食の思い煩いと神
の国， 5豪農の雷， 6イエスの教えの形の上の種類，十二人を審く
な（マタイ7.1-6,ルカ6.3642) l他に処する道, 2 「梁木〔うつ
ばり〕」の轡， 3各自の特殊性， 4豚に真珠，十三求める心（マタイ
7.7-12,ルカ11．5-13, 18･2-8) 1前段との関係, 2 「夜半の友」の
醤， 3横着な「裁判人」の臂， 4何を求むくきか，十四狭き門より
(マタイ7． 13－14，ルカ13･2430,マタイ4．1-2, マルコ8．27-38,





十六真の隣人(ルカ10.2537) 1イエスの開発的反問態度, 2 =E
リコとは， 3職業宗教家の無情と半外国人の親切， 4警の主意，十七
働く尊さ （ルカ17．7-11,マルコ14．38) 1人生経験としての皆, 2
労働を尊ぶユダヤ人， 3イエスの成育した家庭の雰囲気， 4イエスの























































































































































































































































































業の意義， 2職業の選択， 3実業の使命， 4キリスト教の勤労観， 5実
業と金則，九キリスト教と芸術lカタコムバの芸術， 2ビザンチ





































つまり「道徳生活」 「社会生活」 「情的生活」 「知的生活」に対するイエ
スの影響について言及している。まず第二章において， 「イエスの生涯
及び教訓の目的は要するに「神は人類の父であり，人間は各自神の子






























































































































































































































































































































































































































































伝道， 5エルサレム会議6ヨハネの伝道生涯， 7原始教会の組織制度， 8
迫害の初期， 9文学運動, 10教会生活
第二章使徒後時代





的反動の顛末， 5ニカイア会議後の基督論， 6修道院の起源， 7古代カト






皇権， 8神学思想， 9宣教運動, 10東西教会の分離
第二章中世中期の教会
1教皇治下の安定， 2教皇権の独裁， 3教会法典， 4十字軍， 5十字軍の
功過， 6修道生活の新生面， 7スコラ神学， 8神秘主義， 9教会生活
第三章中世末期の教会
1反ロオマ思想の台頭，2宗教裁判, 3顛落期の教皇権4宗教改革の黎
明， 5改革大会議， 6ギリシア教会の衰微， 7文芸復興
第三編近世基督教史
第一章宗教改革時代
l宗教改革の発端, 2改革運動の進展, 3改革運動の決定期， 4スイスの
宗教改革，5アナパプティスト，6宗教改革の普及, 7ロオマ教会の革清運
動， 8三十年戦争， 9神学論争， 10ギリシア教会の革清運動
第二章再改革時代
lプロテスタントの硬化， 2英国教会と清教徒， 3思想上の転向期4超





教会， 7ヨオロツパの教会， 8ロオマ教会， 9現代神学思想の一般y 1O現
代教会の特質
世界に於ける基督教の現況
基督教史参考文献
なお著者は,その凡例において,「日本及び東洋の基督教史に就いては,詳
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説を要するが，本書に収める余裕が無いので，極めて簡単に触れたのにすぎ
ない」 と述べている。
(3) 著者は「基督敦史」緒論1 「基督教史の意義及び目的」において次のよう
に述べている。 「イエス・キリストによって創始された基督教は，基督教会の
存立を通して，歴史的発展の道程を進んだ。故に，基督教史は夙に教会史と
して扱われていることが多い。教会史は，基督教神学諸科の一なる歴史神学
の一項目を成すものであって， 「基督の身龍｣たる教会の組織を通して，世界
史の上にあらわれた基督教の推移変遷の跡を探り，進歩発展の諸相を究むる
ことを目的とする。されば，教会史は，単に所謂教会的孤立の見地に於いて
修せられるべきでない。嘗てハイデルベルクの碩学シュウベルト教授が，そ
の講演「教会史の理解と其の取扱」に力説している世界史的関連に於ける理
解と，一般に史学的方法の原則とされている「歴史は実例を以って教ふる哲
学であって，年代学と地理学とは其の両眼である」という方法とに拠らｵｭば
ならない。斯くて，基督教史は， イエス・キリストによって商された｢福音」
が具象化されつつ，地上に神の国の進展し来った過程と意義とを顧み，其の
示唆によって，更に将来への展望にまでも及ぼうとするのである。故に，其
の相関する範囲は，単に教会法的制度信条の及ぶ圏内に止まらず，政治，法
制，学芸，倫理，道徳，経済など文化発達の全面に及ぶのであって，特に近
世の史家の間に， 「教会史」よりも「基督教史」の名称の用いられていること
の少なくない所以である。 されば，教会史は，其の中に含まるる制度史，礼
典史，信条史，文学史，美術史，音楽史，風俗史，人物史等の諸部門に関す
る総合を世界史的関連に於いて全うする基督教史として，其の学的意義を全
うするのである」 （1-2頁)。
(4) ここでは「三十六カ国四十教派」となっているが，前項3で引用した1基
督教史」では「三十六カ国百十余派」 となっている。
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